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大
嘗
祭
と
歌
謡
及
び
和
歌

｜
｜
『
琴
歌
譜
』
十
一
月
節
を
中
心
に
｜
｜

井

口

樹

生

平
成
四
年
は
、
池
田
端
三
郎
先
生
没
後
十
年
に
当
た
り
、
国
文
学
専
攻
で
は
記
念
国
文
学
研
究
会
を
開
催
し
た
。
そ
し
て
本
年
、
平
成
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五
年
度
を
も
っ
て
槍
谷
昭
彦
教
授
が
塾
を
去
ら
れ
る
。
十
一
月
六
日
に
は
退
職
記
念
の
講
演
が
国
文
学
研
究
会
で
催
さ
れ
た
。
演
題
は
「
く

れ
な
ゐ
に
ぬ
る
む
考
l

西
鶴
俳
譜
へ
の
私
見
」
で
あ
っ
た
。

池
田
先
生
の
没
後
、
櫓
谷
教
授
の
研
究
室
で
よ
く
先
生
の
噂
話
を
し
、
し
み
じ
み
と
し
、
時
に
笑
い
興
じ
、
私
は
ほ
ろ
っ
と
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
櫓
谷
教
授
の
う
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
私
に
対
す
る
配
慮
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
私
自
身
来
年
は

還
暦
を
む
か
え
る
。
ま
こ
と
に
年
月
の
経
つ
こ
と
の
速
き
を
感
じ
る
。

こ
の
論
考
は
平
成
四
年
十
月
二
十
四
日
に
和
歌
文
学
会
で
講
演
し
た
も
の
を
成
稿
し
た
。
よ
き
師
、よ
き
先
輩
と
出
逢
え
た
こ
と
へ
の

感
謝
と
、
年
長
と
な
っ
て
の
自
戒
を
こ
め
て
の
も
の
で
あ
る
。



十
一
月
節
歌
謡

普
通
、
和
歌
は
歌
謡
か
ら
発
生
し
文
学
と
し
て
昇
華
し
た
文
学
形
態
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
異
存
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

時
に
歌
謡
と
和
歌
と
が
同
時
に
発
唱
さ
れ
た
機
会
が
あ
る
。た
と
え
ば
大
嘗
祭
に
お
け
る
和
歌
は
『
古
今
和
歌
集
』
以
降
記
録
さ
れ
て
い
る

し

一
方
『
琴
歌
譜
』
に
は
十
一
月
節
の
歌
謡
が
記
さ
れ
、
琴
の
譜
で
あ
る
以
上
、
琴
の
伴
奏
に
よ
っ
て
発
唱
き
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
う
し
た
場
合
、
歌
謡
と
和
歌
が
同
じ
内
容
を
謡
う
の
で
は
な
く
て
、
各
々
そ
の
役
割
を
分
担
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は

和
歌
は
歌
謡
を
も
ど
く
の
で
は
な
く
て
、
違
う
分
野
を
拓
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

殊
に
大
嘗
祭
は
、
聖
帝
の
体
現
も
含
め
て
神
代
の
秩
序
を
再
現
す
る
厳
粛
な
儀
式
で
あ
る
と
共
に
、そ
の
直
会
に
当
た
る
部
分
は
解
放
感

に
あ
ふ
れ
た
饗
宴
の
場
で
も
あ
っ
た
。
神
代
は
記
紀
に
記
さ
れ
固
定
し
た
世
界
で
は
な
く
、
記
紀
に
真
の
意
味
で
の
神
学
的
規
定
が
な
い
以
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上
、
常
に
整
理
さ
れ
理
想
化
し
て
い
く
傾
向
が
あ
っ
た
。
歌
謡
と
和
歌
と
の
役
割
分
担
は
そ
の
辺
に
も
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

、
ぇ
ヲh
v。

き
て
、
『
琴
歌
譜
』
は

そ
の
巻
末
の
奥
書
に

琴
歌
譜
一
巻

安
家
書

件
書
希
有
也

の
白
二
大
歌
師
前
丹
波
橡
多
安
樹
手
一
伝
写
天
元
四
年
十
月
廿
一
日

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

天
元
四
年
（
九
八
二

に
多
安
樹
が
伝
写
し
た
所
謂
「
歌
謡
」
の
書
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
安
樹
の
縁
者
で
あ
っ
た

ろ
う
多
氏
の
安
家
が
こ
の
書
を
成
し
た
の
は
そ
れ
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

天
元
は
固
融
天
皇
の
年
号
で
、
芸
能
と
し
て
は
踏

歌
の
時
代
で
あ
り
、
内
侍
所
の
御
神
楽
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
。
勿
論
、
清
暑
堂
の
御
神
楽
と
称
さ
れ
る
大
嘗
祭
の
琴
歌
神
宴
は
行
わ
れ



て
い
た
。

大
歌
師
は
大
歌
所
に
所
属
す
る
が
、
大
歌
所
は
令
外
の
官
で
あ
る
た
め
、
判
明
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
「
西
宮
記
』
巻
八
「
所
々

事
」
に大

寄
所
「
在
一
一
図
書
東
」
新
嘗
会
時
供
奉
。
有
一
一
親
王
・
大
納
言
・
非
参
議
・
六
位
別
当
・
琴
師
・
和
琴
寄
師
・
十
生
・
案
主
ご
（
「
」

内
は
割
注
。
以
下
も
同
じ
。
）

と
あ
り
、
同
書
巻
十
三
「
諸
宣
旨
」
に

大
歌
六
位
別
当
・
御
琴
師
・
井
和
琴
歌
師
「
依
一
一
所
奏
一
被
レ
下
一
一
官
宣
旨
於
本
所
」
十
生
。
別
当
三
人
。
輪
転
補
レ
之
。
」

と
あ
る
か
ら
、
大
歌
所
に
は
琴
師
と
和
歌
琴
歌
師
と
が
い
て
、
多
安
家
は
こ
の
琴
師
か
和
琴
歌
師
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
『
琴
歌
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譜
』
は
大
歌
所
に
伝
わ
っ
た
稀
書
と
い
っ
て
い
い
。

大
歌
所
の
関
与
す
る
節
会
は
、
『
西
宮
記
』
に
あ
る
新
嘗
会
の
ほ
か
、
大
嘗
会
、正
月
元
日
、
七
日
、
十
六
日
の
踏
歌
節
会
で
あ
っ
た
こ
と

が
『
琴
歌
譜
』
の
記
載
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
即
ち
『
琴
歌
譜
』
の
歌
謡
は
、

ω
毅
都
歌

夫
斯
豆
振

ω
歌
返

ω
片
降

ω
高
橋
扶
理

仙
川
短
埴
安
扶
理
ω
伊
勢
神
歌

仰
天
人
扶
理

側
継
根
扶
理

川
間
庭
立
振
(10) 
阿

仰
山
口
扶
理

ω
正
月
元
日
余
美
歌

ω
宇
吉
歌

ω
片
降

側
長
埴
安
扶
理

仙
川
間
側
七
日
阿
遊
陀
扶
理

側
側
十
六
日
節
酒
坐
歌

制
裁
良
宜
歌

の
順
序
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
正
月
元
日
、
七
日
、
十
六
日
節
に
そ
れ
ぞ
れ
大
歌
が
奏
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ



で
は
ω
正
月
元
日
余
美
歌
以
前
に
記
さ
れ
た
歌
謡
は
い
ず
れ
の
機
会
に
奏
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
、

正
月
元
旦
の
側
長
埴
安
扶
理
の
後
に
、
行

か
え
一
段
下
げ
て

自
余
小
歌
同
二
十
一
月
節
一
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
一
月
の
新
嘗
祭
あ
る
い
は
大
嘗
祭
の
折
に
小
歌
が
奏
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
即
ち
こ
の
記
事
は
、
十
一
月
の
節

会
に
用
い
ら
れ
る
歌
謡
に
小
歌
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
正
月
元
旦
に
も
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
小
歌
の
記
録
を
省
略
し
た
と
い
う
こ
と
を
告
げ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
大
歌
所
所
管
の
歌
謡
の
中
に
は
大
歌
と
小
歌
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、

大
歌
と
小
歌
の
区
別
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
か
は
、

ま
ず
歌
の
縁
起
、
本
縁
を
記
し
て
あ
る
も
の
が
大
歌
に
属
そ
う
。
十
一
月
節
で
は

ω
と

ω

と
が
大
歌
で
あ
り
、
正
月
元
旦
で
は
ω
ω
が
大
歌
、
七
日
と
十
六
日
節
で
は
全
て
が
大
歌
と
な
る
。
勿
論
、
小
歌
よ
り
大
歌
の
方
が
正
式
で

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
歌
と
小
歌
と
で
は
そ
の
詠
法
に
違
い
が
あ
っ
て
、
譜
を
検
討
す
る
と
、
大
歌
が
一
貫
詠
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
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あ
ろ
う
か
ら
、
節
会
の
進
行
の
前
の
部
分
に
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
『
琴
歌
譜
』
の
順
は
、
ま
さ
し
く
大
歌
と
目
さ
れ
る
歌
が
前
に
位

小
歌
は
後
の
神
楽
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
本
末
の
歌
い
分
け
が
あ
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

き
て
、
以
上
を
前
提
と
し
て
、
十
一
月
節
の
歌
謡
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
、
よ
り
明
確
に
儀
式
の
段
階
、
項
目
と
見
合
う
も
の
か
ら
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
場
合
、
逆
の
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、

ま
ず
よ
り
正
式
な
大
嘗
祭
の
歌
謡
が
新
嘗
祭
に
も
用
い
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
大
嘗
祭
に
そ
っ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

稲
春
歌

か
た
お
ろ
し

ω
片
降



木
綿
垂
で
の

神
が
さ
き
な
る

稲
の
穂
の

諸
穂
に
垂
で
よ

こ
れ
ち
ふ
も
な
し

る
の
が
参
考
に
な
る
。
歌
意
は
「
木
綿
を
垂
れ
た
神
の
前
（
幸
）

「
片
降
」
は
歌
曲
名
で
は
な
く
、
「
毅
都
歌
の
片
降
」
で
あ
ろ
う
。
『
古
事
記
』
歌
謡
の
鉛
の
左
注
に
「
此
歌
者
、
夷
振
之
片
下
也
」
と
あ

回
の
稲
の
穂
は
、
す
べ
て
の
穂
が
み
な
そ
ろ
っ
て
穂
を
垂
で
た
れ
よ
。
こ

れ
と
い
う
こ
と
も
な
し
に
」
で
あ
る
。
歌
の
内
容
か
ら
言
え
ば
稲
の
豊
作
に
な
る
こ
と
を
予
祝
す
る
歌
で
あ
る
。
「
諸
穂
に
垂
で
よ
」
と
言
っ

て
い
る
か
ら
、
今
垂
で
て
い
る
の
で
は
な
く
、
将
来
秋
に
な
っ
た
ら
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
春
田
打
ち
、
田
遊
び
な
ど
の
機
会

に
謡
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宮
廷
で
は
二
月
十
七
日
に
祈
年
祭
が
行
わ
れ
る
。
神
祇
官
で
行
い
、
同
時
に
諸
国
の
役
所
で
も
行
う
が
、
そ

の
時
唱
え
ら
れ
る
祝
詞
が
『
延
喜
式
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
折
に
田
の
予
祝
歌
が
謡
わ
れ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
平
安
朝

末
期
の
回
歌
で
は
あ
る
が
、
『
大
嘗
会
之
回
歌
』
の
歌
調
に
「
若
苗
採
る
手
や
白
玉
」
な
ど
の
文
句
が
見
え
、
『
美
濃
田
歌
』
に
「
や
提
げ
苗

苗

や
と
ま
る
も
や
す
ら

や
提
げ
苗
小
苗

や
ひ
く
ま
ろ
も
や
す
ら
」
な
ど
あ
る
か
ら
、
大
嘗
祭
に
聞
の
予
祝
歌
が
謡
わ
れ
て
来
た
と
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考
え
て
い
い
。

地
方
に
あ
っ
た
時
は
田
遊
び
の
予
祝
歌
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
嘗
祭
で
発
唱
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
た
別
の
大
嘗
祭
に
お
け

る
機
会
が
想
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
北
野
の
斎
場
か
ら
悠
紀
・
主
基
の
群
行
が
大
嘗
宮
に
到
着
す
る
と
直
ぐ
に
、
造
酒
児
が
御
飯
稲

さ
か
な
み

を
春
く
。
続
い
て
酒
波
以
下
の
女
性
が
春
く
が
、

－p
－

3
3
、

宇
人
，
刀

」
の
時
歌
が
う
た
わ
れ
る
。

稲
春
歌
と
し
て
は
「
万
葉
集
』
東
歌
の

稲
春
け
ば

か
が
る
あ
が
手
を

今
宵
も
か

殿
の
若
子
が

取
り
て
嘆
か
む

（
三
四
五
九
）

な
ど
が
思
い
浮
ぶ
が
、
東
国
は
大
嘗
祭
に
は
直
接
関
与
し
な
い
。

だ
が
、
東
の
国
の
新
嘗
に
際
し
て
の
稲
春
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

『
万
葉
集
』
の
次
の
歌
が



た
れ誰

ぞ
こ
の

ぉ

屋
の
戸
押
そ
ぶ
る

新
嘗
に

せ
や

わ
が
夫
を
遣
り
て

斎
ふ
こ
の
戸
を

（
三
四
六O
）

と
、
新
嘗
の
歌
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
貞
観
儀
式
』
に
よ
る
と

造
酒
童
女
先
春
一
一
御
飯
稲
」次
酒
波
等
共
不
レ
易
レ
手
且
春
且
歌
「
歌
詞
当
時
製
レ
之
」
。

と
あ
っ
て
、
貞
観
の
頃
に
は
、
稲
春
歌
は
当
代
の
歌
人
が
作
製
し
た
も
の
ら
し
い
。
後
に
な
る
が
『
千
載
集
』
賀
歌
に
、

白
川
院
御
時
、
承
保
元
年
大
嘗
会
の
主
基
方
稲
春
歌
、
神
田
郷
を
読
め
る

前
中
納
言
匡
房

ち
は
や
ぶ
る

神
田
の
里
の

稲
な
れ
ば

月
日
と
共
に

久
し
か
る
べ
し

（
六
三
五
）

と
あ
る
。
歌
意
は
「
ち
は
や
ぶ
る
神
で
は
な
い
が
、
神
田
の
里
の
稲
で
あ
る
か
ら
し
て
、
月
や
日
と
共
に
恒
久
で
あ
ろ
う
」
。
承
保
元
年
は
西-6-

暦
一
O
七
四
年
、
主
基
は
備
中
国
で
あ
っ
た
。

同
（
平
治
元
年
）
大
嘗
会
の
主
基
方
稲
春
歌
、
丹
波
国
雲
田
村
を
よ
め
る

刑
部
卿
範
兼

あ
め
っ
ち
の

き
は
め
も
知
ら
ぬ

御
代
な
れ
ば

雲
田
の
村
の

稲
を
こ
そ
つ
け

（
六
三
八
）

「
天
地
の
際
限
も
な
い
永
遠
の
御
代
で
あ
る
か
ら
、
雲
田
の
村
で
は
な
い
が
、
雲
上
の
稲
を
ば
春
く
こ
と
だ
」
。
西
暦
一一五
九
年
、
二
条

天
皇
の
大
嘗
祭
で
あ
る
。

『
新
古
今
集
』
賀
歌
。

仁
安
元
年
大
嘗
会
悠
紀
歌
奉
り
け
る
に
、
稲
春
歌

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

近
江
の
や

坂
田
の
稲
を

か
け
つ
み
て

道
あ
る
御
代
の

始
に
ぞ
つ
く

（
七
五
三
）

「
近
江
の
国
の
坂
田
の
稲
を
刈
り
イ
ナ
ギ
に
掛
け
積
ん
で
、正
し
い
秩
序
あ
る
御
代
の
始
め
に
春
く
こ
と
だ
」
。
西
暦
一
一
六
六
年
、
六
条



天
皇
の
時
で
あ
る
。

寿
永
元
年
大
嘗
会
主
基
方
稲
春
歌
、
丹
波
園
長
田
村
を
よ
め
る

権
中
納
言
兼
光

神
代
よ
り

今
日
の
た
め
と
や

八
束
穂
に

長
田
の
稲
の

し
な
ひ
初
け
む

（
七
五
四
）

「
神
代
の
昔
か
ら
今
日
の
た
め
と
い
う
の
で
、
長
い
長
い
穂
に
長
田
の
稲
の
穂
が
し
な
い
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う
」
。
西
暦
一
一
八
二
年
、

安
徳
天
皇
の
時
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
歌
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
稲
春
の
作
業
が
悠
紀
・
主
基
両
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
稲
春
歌
が
現
に
謡
わ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
勅
撰
集
の
歌
は
院
政
期
の
後
の
も
の
し
か
な
い
が
『
栄
花
物
語
』
を
援
用
す
れ
ば
、
後
一
条
天
皇
長
和
元
年
（
一

O

一
二
）
の
大
嘗
祭
主
基
方
の
稲
春
歌
が
慶
滋
為
政
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
。

年
え
た
る

玉
田
の
稲
を

刈
り
積
み
て

千
代
の
た
め
し
に

っ
き
ぞ
始
む
る

-7-

悠
紀
・
主
基
の
国
郡
は
亀
卜
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
る
。
抜
穂
田
は
国
別
に
六
段
で
、

「
稔
り
を
得
た
と
こ
ろ
の
玉
田
の
稲
を
刈
り
積
み
上
げ
て
、
今
上
陛
下
の
千
年
の
御
寿
命
の
先
例
と
し
て
春
き
は
じ
め
る
こ
と
だ
」
。

い
な
の
み

八
月
上
旬
に
両
国
に
稲
実
ト
部
と
祢
宜
卜
部
が
派
遣

さ
れ
、
斎
郡
の
大
抜
え
を
し
、
固
と
斎
場
の
雑
色
人
（
造
酒
子
以
下
）
を
卜
定
す
る
。

凡
抜
穂
田
者
、
国
別
六
段
、
八
月
上
旬
、
申
レ
官
差
一
一
宮
主
一
人
、
卜
部
三
人
一
発
遣
。
両
国
各
二
人
。
其
一
人
号
一
一
穂
実
卜
部
」

一
人
号
一
一

祢
宜
卜
部
」
到
レ
国
各
齢
一
一
斎
郡
一
大
破
」
詑
ト
二
定
田
及
斎
場
雑
色
人
等
」

（
延
喜
式
）

な
お
『
貞
観
儀
式
』
に
は

と
あ
り
、 卜

二
定
御
田
六
段
」
「
田
称
一
一
大
田J
稲
称
一
一
撰
子
稲
」

お
ほ
た
え
り
こ

そ
の
回
を
「
大
田
」
、
稲
を
「
撰
子
稲
」
と
言
っ
た
と
あ
る
。



き
す
れ
ば
、
前
の
稲
春
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
、
「
神
田
」
「
雲
田
」
「
坂
田
」
「
長
田
」
「
玉
田
」
は
、

地
名
で
あ
る
と
同
時
に
、
卜
定
き
れ
た

大
田
の
名
称
と
し
て
も
よ
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

『
琴
歌
譜
』ω
片
降
で
「
神
の
さ
き
な
る
稲
の
穂
の
」
と
あ
る
の
は
「
神
の
崎
」
と
い
う
地
名
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
歌
謡
は
「
神

楽
歌
』
の
「
木
綿
垂
で
」
で
は
「
神
の
佐
支
多
に
稲
の
穂
の
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
幸
田
」
と
で
も
言
う
べ
き
大
田
の
美
称
で
あ
ろ
う
。田

に
対
す
る
ほ
め
詞
が
、
田
の
名
に
も
な
り
村
名
に
も
通
用
し
た
の
で
あ
る
。

ω
片
降
し
の
歌
謡
は
、
後
代
の
稲
春
歌
の
知
識
に
支
え
ら
れ
て
、
大
嘗
宮
庭
に
お
け
る
悠
紀
・
主
基
稲
春
の
時
に
謡
わ
れ
た
歌
謡
と
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。御

井
の
移
動
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ω
歌
返

島
国
の

淡
路
の
三
原
の
篠

き
根
掘
じ
に

い
掘
じ
持
ち
来
て

朝
妻
の

御
井
の
上
に
植
ゑ
つ
や

淡
路
の
三
原
の
篠

「
歌
返
」
は
歌
曲
名
で
は
な
く

こ
れ
も
「
弦
都
歌
の
歌
返
」
で
あ
る
。
『
古
事
記
』
歌
謡
臼
の
左
に
「
此
天
皇
与
一
一
大
后
一
所
レ
歌
之
六
歌

者
、
志
都
歌
之
歌
返
也
」
と
あ
り
、
ま
た
九
番
歌
の
左
に
も
「
此
者
志
都
歌
之
歌
返
也
」
と
あ
る
。
す
る
と
回
目

ω
臼
臼
臼
引
け
が
「
志
都
歌

の
歌
返
」
と
な
り
、
『
琴
歌
譜
』の
こ
の
歌
謡
も
同
様
の
曲
調
で
謡
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
三
原
」
は
淡
路
国
の
郡
名
で
、
『
和
名
抄
』
に
「
三
原
郡
美
波
良
」
と
あ
る
。
「
朝
妻
」
は
大
和
国
の
朝
妻
山
で
、
南
葛
城
村
大
字
朝
妻
の

地
で
あ
る
。
歌
意
は
「
島
国
で
あ
る
淡
路
国
の
三
原
の
篠
を
根
ご
と
掘
り
お
こ
し
て
持
っ
て
来
て
、
大
和
国
葛
城
の
朝
妻
の
御
井
の
辺
に
植

え
た
こ
と
だ
。
淡
路
の
三
原
の
篠
を
ば
」
と
な
り
、
御
井
を
ほ
め
る
歌
で
あ
る
。



『
琴
歌
譜
』
で
は
縁
起
を
三
つ
載
せ
て
い
る
か
ら
、
「
大
歌
」
で
あ
ろ
う
。

一
は
、
仁
徳
天
皇
が
八
田
皇
女
を
妃
と
し
た
が
、
皇
后
の
嫉
妬
の
た
め
、
皇
女
の
所
に
行
幸
で
き
ず
、
皇
女
を
恋
慕
し
て
、
平
群
と
八
回

山
と
の
間
で
こ
の
歌
を
作
っ
た
と
い
う
。
今
日
本
紀
、
古
事
記
を
調
べ
た
が
見
え
な
い
、とい
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
琴
歌
譜
』
の
伝

え
た
正
式
の
本
縁
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
縁
起
に
も
あ
る
よ
う
に
記
紀
に
こ
の
記
事
は
な
く
、
歌
謡
と
の
結
び
つ
き
も
判
然
と
し
な
い
。

二
は
、
「
一
説
に
云
へ
ら
く
」
と
し
て
、
神
功
皇
后
が
奈
良
山
を
越
え
、
葛
城
を
望
み
見
て
作
っ
た
歌
と
い
う
、

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
記
紀

に
所
伝
な
く
歌
謡
と
の
結
び
つ
き
が
解
せ
な
い
。

三
は
、
「
古
事
記
に
云
は
く
」
と
し
て
、
応
神
天
皇
が
淡
路
島
に
遊
猟
し
た
時
の
人
の
歌
と
い
う
、
と
あ
る
。
こ
れ
も
「
古
事
記
』
に
は
見

え
な
い
が
、
淡
路
島
の
聖
水
の
伝
え
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

即
ち
、
記
紀
の
「
枯
野
」
と
い
う
船
の
伝
え
で
、
『
古
事
記
』
に
よ
る
と
、
朝
日
に
あ
た
れ
ば
淡
路
島
を
覆
い
、
夕
日
に
あ
た
れ
ば
高
安
山-9-

を
越
え
る
大
樹
を
も
っ
て
船
を
作
っ
た
。

し
み
づ
く

故
、
是
の
船
を
以
ち
て
旦
夕
淡
路
島
の
寒
泉
を
酌
み
て
、
大
御
水
献
り
き
。

と
あ

枯2 り
野の

をそ
塩の
に船
焼が
き破
損

其しし
がた
余の
りで

琴
に
作
り

そ
れ
で
塩
を
焼
き
、
な
お
余
っ
た
材
木
で
琴
を
作
っ
た
。
そ
の
時
の
歌
、

門
中
の
海
石

か
き
弾
く
や

由
良
の
門
の

触
れ
立
つ

浸なと
漬づし
のて
木
グ〉

さ
や
き
や

と
伝
え
、
「
此
者
志
都
歌
之
歌
返
也
」
と
あ
る
。
こ
の
記
九
番
歌
と
、
「
琴
歌
譜
』のこ
の

ω
歌
返
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
な
お
『
日
本
紀
』

で
は
こ
の
出
来
事
を
応
神
紀
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
ほ
み
も
ひ

淡
路
の
御
井
の
聖
水
は
仁
徳
天
皇
の
大
御
水
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
反
正
天
皇
の
産
湯
で
も
あ
っ
た
。
反
正
紀
に
、

天
皇
初
生
一
一
子
淡
路
宮
」
生
而
歯
如
一
二
骨
」
容
姿
美
麗
。
於
是
有
レ
井
。
日
二
瑞
井
」
則
汲
之
洗
一
一
太
子
」
時
多
遅
花
、
有
一
一
子
井
中
」
因



為
二
太
子
名
一
也
。
多
遅
花
者
、
今
虎
杖
花
也
。
故
称
一
一
謂
多
遅
比
瑞
歯
別
天
皇
」

と
あ
っ
て
、
多
遅
比
瑞
歯
別
の
名
の
由
来
を
、
瑞
井
の
中
に
あ
っ
た
多
遅
花
に
よ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
散
り
込
ん
だ
と
言
う
よ
り
、
花
を

入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
歯
が
一
骨
の
知
く
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
え
は
『
日
本
紀
』
で
は
名
の
由
来
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
『
古
事
記
』で
は
「
捜
水
歯
命
」
と
あ
っ
て
、
壊
を
タ
ヂ
ヒ
と
言
い
、
歯
が
壊
の
如
く
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
告
げ
ん
と
し
て
い
る
。

更
に
『
新
撰
姓
代
録
』
で
は
、
右
京
神
別
下
に

丹
比
宿
祢

（
前
略
）
御
殿
宿
祢
男
色
鳴
。
大
鵠
鵡
天
皇
御
世
。
皇
子
瑞
歯
別
尊
。
誕
一
一
生
淡
路
宮
一
之
時
。
淡
路
瑞
井
水
奉
レ
濯
一
一
御
湯
」
子
レ
時
虎

杖
花
飛
一
一
入
湯
盆
中
」
色
鳴
宿
祢
称
一
一
天
神
寿
詞
」
奉
レ
号
日
二
多
治
比
瑞
歯
別
命

J
（
後
略
）
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と
あ
っ
て
、
御
名
の
由
来
を
上
記
の
ほ
か
、
丹
比
宿
祢
男
色
鳴
が
天
神
寿
詞
を
唱
え
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
後
の
皇
子
誕
生
産
湯
の
時
の

「
読
書
鳴
弦
」
の
「
読
書
」
に
あ
た
る
行
為
で
あ
る
が
、
こ
の
天
神
寿
詞
は
大
嘗
祭
の
折
に
も
読
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
即

ち
、
辰
日
、
辰
二
点
に
天
皇
が
豊
楽
院
の
悠
紀
帳
に
御
さ
れ
、
皇
太
子
以
下
が
定
位
に
着
か
れ
る
と
、

立
定
神
祇
官
中
臣
執
一
一
賢
木
一
副
レ
街
。
入
レ
自
二
南
門
一
就
一
一
版
位
」
脆
奏
一
一
天
神
之
寿
詞
」

忌
部
入
奉
一
一
神
璽
之
鏡
銅
」
詑
退
出
。

と
『
延
喜
式
』
に
あ
る
。

一
体
、
井
に
植
物
の
名
を
冠
す
る
も
の
は
、
「
桜
井
」
（
光
仁
紀
歌
謡
）
、
「
藤
井
」
（
万
葉
集
）
「
榎
葉
井
」
（
催
馬
楽
）
な
ど
あ
る
が
、
井
の

ほ
と
り
に
生
え
て
い
る
植
物
を
名
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

き
す
れ
ば
、

こ
の
ω
歌
返
で
話
わ
れ
て
い
る
内
容
は
、
淡
路
の
三
原
の
瑞
井
の
篠
を
ば
、
根
こ
じ
に
し
て
朝
妻
の
御
井
に
植
え
た
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。

で
は
何
故
に
篠
を
移
植
し
た
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
朝
妻
の
御
井
に
淡
路
の
瑞
井
と
同
じ
聖
水
の
資
格
を
与
え
ん
が
た
め
だ



っ
た
と
解
せ
る
。

こ
の
聖
水
の
井
の
移
動
、
い
わ
ば
簡
便
法
は
、
立
春
の
水
を
天
皇
に
供
す
る
行
事
の
御
井
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
立
春
の
水
は
、

元
正
天
皇
養
老
元
年
（
七
一
七
）

の
美
濃
国
行
幸
の
折
、
い
わ
ゆ
る
養
老
の
滝
を
発
見
し
、
そ
の
水
を
立
春
に
都
に
運
ぶ
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た

こ
と
に
発
す
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
以
前
に
も
立
春
の
水
の
習
俗
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
記
録
の
上
で
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
『
続
日

本
紀
』
養
老
元
年
十
二
月
二
十
二
日
の
条
に

令
下
美
濃
園
、
立
春
暁
抱
一
一
睡
泉
一
而
貢
中
が
京
都
日

む
ぎ
つ
お
ぴ
と

そ
の
運
搬
に
は
美
濃
国
の
牟
義
都
首
が
当
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
行
幸
に
奉
仕
し
た
百
姓
に
免
祖
の
恩
恵
を
与
え
る

と
あ
る
も
の
で
、

記
事
の
中
に
、
九
月
十
二
日
条
、

と
あ
り

『
延
喜
式
』
「
主
水
司
」
の
条
「
御
生
気
御
井
神
一
座
祭
」
に
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む
ぎ

免
下
不
破
当
香
二
郡
今
年
田
祖
。
及
県
務
義
二
郡
百
姓
供
一
一
行
宮
一
者
祖
日

右
随
一
一
御
生
気J
択
一
一
宮
中
若
京
内
一
井
堪
レ
用
者
一
定
。
前
冬
土
王
。
令
一
一
牟
義
都
首
謀
治
一
即
祭
之
。
至
一
一
於
立
春
日
昧
旦

J
牟
義
都
首

汲
レ
水
付
レ
司
擬
一
一
供
奉
J

一
汲
之
後
廃
而
不
レ
用
。

と
占
め
る
。
つ
ま
り
、
立
春
に
美
濃
か
ら
牟
義
都
首
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
瞳
泉
の
水
を
、

そ
れ
が
不
可
能
に
な
る
と
、
今
度
は
主
上
の
御
生
気

の
方
角
の
宮
中
も
し
く
は
京
都
の
井
戸
の
水
を
も
っ
て
、
代
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、

そ
の
御
井
の
神
を
祭
り
、
水
を
汲
む
役
職

が
牟
義
都
首
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宮
中
あ
る
い
は
京
都
の
水
は
、
養
老
の
聖
水
と
同
じ
資
格
を
も
っ
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

因
み
に

こ
の
「
供
一
一
立
春
水
一
事
」
は
、
「
江
家
次
等
』
や
『
北
山
抄
』
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

旧
年
封
一
一
御
生
気
方
家
井
」一
用
之
後
廃
市
不
レ
用
レ
之
。
自
二
御
厨
子
所
一
付
一
一
台
盤
所
女
房
一
供
一
一
之
於
朝
前
」

（
中
略

一
度
飲
御
畢



徹
レ
之
。

氷
様

委
レ
薦
置
一
一
於
朝
銅
高
欄
下J

（
江
家
次
第
）

も
は
や
、
牟
義
都
首
は
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
主
上
が
清
涼
殿
朝
飼
の
間
で
立
春
の
水
を
一
飲
な
さ
る
際
、そ
の
高
欄
の
下
に
薦

に
包
ん
だ
氷
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
そ
の
氷
が
解
け
て
立
春
の
水
に
な
っ
た
と
い
う
演
出
で
あ
ろ
う
。
立
春
の
節
に
歌
謡

が
う
た
わ
れ
る
な
ど
い
う
伝
え
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
紀
貫
之
の

『
古
今
集
』
二
首
目
の
、

春
立
ち
け
る
日
よ
め
る

袖
ひ
ぢ
て

む
す
び
し
水
の

こ
は
れ
る
を

春
立
つ
け
ふ
の

風
や
と
く
ら
む
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の
歌
は

こ
の
行
事
を
下
敷
に
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
貫
之
の
歌
が
先
に
あ
っ
て
「
氷
様
」
の
演
出
が
生
じ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
こ
の
歌
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
「
立
春
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
長
く
立
春
に
朗
詠
さ
れ
て
来
た
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
「
早
春
」
に
は
、
志
貴
皇
子
の

た
る
ひ

い
は
そ
そ
ぐ
垂
氷
の
上
の
き
蕨
の

た
る
み
た
る
ひ

と
、
「
垂
水
」
を
「
垂
氷
」
に
し
て
詠
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
単
な
る
読
み
違
え
で
は
な
く
、
先
の
行
事
に
ひ
か
れ
て
の
改
作
だ
っ
た

『
万
葉
集
』
巻
八
の
巻
頭
歌
が

萌
え
出
づ
る
春
に

な
り
に
け
る
か
も

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

き
て
、
反
正
天
皇
の
産
湯
と
な
っ
た
淡
路
の
御
井
が
、
大
嘗
祭
の
歌
謡
に
登
場
す
る
の
は
、
大
嘗
祭
が
天
子
再
生
復
活
の
儀
式
で
あ
る
こ

と
か
ら
、

ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、
現
実
に
淡
路
あ
る
い
は
朝
妻
の
聖
水
が
大
嘗
祭
に
使
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

二
上
山
の
鞍
部
に
湧
き
出
る
水
が
「
天
つ
水
」
と
し
て
大
嘗
祭
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
『
台
記
』の
別
記
に
あ
る
「
中
臣
寿
詞
」
ば



か
り
に
見
え
て
い
て
、
現
実
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
に
な
る
記
録
が
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。

大
嘗
祭
に
関
す
る
御
井
は
、
悠
紀
・
主
基
両
国
斎
場
と
京
都
の
北
野
の
斎
場
と
二
か
所
に
掘
ら
れ
る
。
ま
ず
悠
紀
・
主
基
当
国
の
斎
場
で

は
『
延
喜
式
』
に

掘
二
井
一
処
一
「
蓋
以
一
一
片
屋
乙
。

と

一
所
掘
ら
れ
る
。
次
に
京
都
の
斎
場
で
は
、
『
延
喜
式
』
に

其
井
二
処
。
卜
詑
御
井
者
造
酒
児
始
掘
。
造
酒
児
井
者
、
稲
実
卜
部
始
掘
。

と
あ
り
、
『
貞
観
儀
式
』
で
は
よ
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

卜
二
定
御
井
所
一
「
方
一
丈
二
尺
若
当
処
旧
井
卜
食
者
即
使
一
一
修
理
一
用
レ
之
」
。

始
掘
一
一
斎
場
御
井
童
女
井
一
子
時
童
女
先
執
一
一
斎
組
一
掘
一
一
御
井

J
次
祢
宜
執
レ
銀
掘
一
一
童
女
井
」
物
部
人
工
夫
終
レ
之
。
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御
井
在
一
一
院
外
東
北
角
荒
見
川
東
」
童
女
井
在
一
主
ハ
東
」

御
井
と
造
酒
児
井
（
童
女
井
）
と
、
そ
の
用
途
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
大
嘗
祭
の
聖
水
は
、

こ
の
北
野
斎
場
の
御
井
の
水
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
北
野
斎
場
か
ら
大
嘗
宮
に
移
動
す
る
悠
紀
・
主
基
の
群
行
の
中
に
水
盆
が

あ
っ
て
、
『
貞
観
儀
式
』
に
よ
る
と
、
そ
の
水
は
北
野
斎
場
の
御
井
の
水
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

次
御
水
六
砲
「
用
一
一
斎
場
御
井
水
」
蓋
以
一
一
白
木
盤
一
罵
以
一
一
曝
布
一
以
一
一
木
綿
一
結
レ
之
。
帖
レ
布
敷
一
一
砲
下
一
居
一
一
六
角
黒
木
輿
一
飾
以
一
一
貫
木

葉
」
其
上
括
一
一
繭
菊
」
担
丁
廿
四
人
部
領
左
右
各
六
人
相
爽
。
己
上
並
置
供
神
物
皆
括
一
一
賢
木
一
」
。

水
腫
は
黄
木
の
葉
で
傍
ら
れ
、
そ
の
上
に
蕗
菊
（
ふ
く
べ
・
瓢
箪
の
類
だ
ろ
う
）
が
括
し
で
あ
る
、

と
あ
る
が
、
黄
木
の
植
物
名
が
判
明

し
な
い
。
『
延
喜
式
』
で
は
「
草
木
葉
」
と
あ
る
か
ら
、そ
れ
な
ら
御
井
を
象
徴
す
る
植
物
の
葉
な
の
で
あ
ろ
う
。



京
都
斎
場
の
御
井
の
水
が
現
実
だ
が
、
し
か
し
そ
の
水
は
悠
紀
・
主
基
当
国
の
斎
場
の
御
井
の
水
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
約
束
が
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
当
国
と
北
野
の
斎
場
と
共
に
同
じ
八
神
殿
が
肥
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
知
さ
れ
よ
う
。

和
歌
の
上
で
は
、
後
冷
泉
院
の
大
嘗
会
（
西
暦
一
O
四
五
）
の
主
基
方
備
中
国
の
、

同
じ
固
い
な
井
と
い
ふ
所
を
人
に
か
は
り
て
よ
め
る

高
橋
明
頼

苗
代
の

水
は
い
な
井
に

ま
か
せ
た
り

民
や
す
げ
な
る

君
が
御
代
か
な

（
金
葉
集
賀
歌
三
一
九
）

が
あ
る
。
「
首
代
の
水
の
供
給
は
稲
井
に
ま
か
せ
た
の
で
安
心
で
あ
る
。
人
民
の
平
穏
で
あ
る
様
子
の
今
上
の
御
代
で
あ
る
こ
と
よ
」
と
い
う

の
で
、
「
稲
井
」
は
地
名
で
あ
り
、田
に
水
を
供
給
す
る
井
で
あ
る
と
共
に
、
聖
水
讃
美
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
土
御
門
天
皇
大
嘗
会
の

同
じ
大
嘗
会
主
基
扉
風
に
六
月
松
井

権
中
納
言
資
実
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と
き
は
な
る

松
井
の
水
を

結
ぶ
手
の

し
づ
く
こ
と
に
ぞ

千
代
は
見
え
け
る

（
新
古
今
集
賀
歌
七
五
六

は
、
「
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
松
井
の
水
を
掬
ぶ
手
か
ら
落
ち
る
雫
、
そ
の
一
滴
一
滴
に
今
上
陛
下
の
千
年
の
御
代
が
見
え
る
こ
と
だ
」
と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
松
井
は
地
名
で
あ
り
な
が
ら
、
主
基
当
国
の
御
井
を
歌
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
大
嘗
祭
に
用
い
ら
れ
る
水
の
、

は
る
ば
る
悠
紀
・
主
基
の
御
井
か
ら
運
ば
れ
た
聖
水
で
あ
る
こ
と
を
言
う
、
神
道
的
象
徴
を
歌
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

付

標
の
山

こ
の
よ
う
な
神
道
的
象
徴
あ
る
い
は
簡
便
方
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。

「
標
山
」
の
記
事
は
、
淳
和
天
皇
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
の
大
嘗
祭
に
際
し
て
の
も
の
が
最
初
で
、
『
日
本
紀
略
』
と
『
類
緊
国
史
八
神
祇
』



に
あ
る
。
十
一
月
発
丑
（
三
日
）
に
「
為
レ
御
一
一
大
嘗
一
也
」
と
あ
っ
て
、
発
亥
（
十
三
日
）
に
藤
原
冬
嗣
と
藤
原
緒
嗣
と
が
清
涼
殿
で
口
奏
し

た
言
辞
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
。
即
ち
、
標
の
山
に
は
一
切
金
銀
刻
鎮
な
ど
の
装
飾
を
用
い
ず
、
「
唯
標
者
以
レ
榊
造
レ
之
、
用
二
橘
井
木
綿
等
一
飾
レ

之
、
即
書
一
一
悠
紀
主
基
字
一
以
著
一
一
樹
木
」

凡
以
一
一
清
素
一
供
一
一
神
態
一
耳
」
と
言
上
し
た
と
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
淳
和
以
前
の
大
嘗
祭
の
標
の

山
は
豪
華
な
飾
り
つ
け
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
今
回
か
ら
は
榊
に
橘
と
木
綿
と
を
取
り
付
け
た
清
素
な
も
の
に

し
、
そ
の
木
末
に
悠
紀
・
主
基
の
字
を
か
か
げ
る
の
み
に
せ
ん
と
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
形
態
か
ら
、
標
の
山
は
神
の
依
代
、

神
の
乗
り
物
、
神
来
臨
の
し
る
し
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
い
ず
れ
の
神
が
招
じ
ら
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
悠
紀
（
美
濃
国
）
・

主
基
（
丹
後
国
）
と
二
つ
の
標
の
山
に
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
悠
紀
・
主
基
当
国
の
神
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
当
国
斎
場
に

紀
ら
れ
る
八
神
殿
の
神
か
、
あ
る
い
は
国
つ
神
・
国
魂
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
シ
ン
プ
ル
な
標
の
山
に
せ
ん
と
い
う
こ
の
発
案
は
、
次
帝
仁
明
天
皇
の
時
に
な
る
と
ま
っ
た
く
無
視
き
れ
、
中
国
神
仙
思
想
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を
取
り
込
ん
だ
非
常
に
豪
華
な
も
の
と
な
る
。
『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
（
八
三
三
）
十
一
月
戊
辰
（
十
六
日
）
の
記
事
に
よ
る
と
、
「
御
一
一

豊
楽
院
一
終
日
宴
楽
。
悠
紀
主
基
共
立
レ
標
」
と
あ
り
、
続
け
て
、
悠
紀
は
山
上
に
梧
桐
を
植
え
、

そ
の
上
に
両
鳳
が
集
い
、
樹
木
の
中
に
五

色
の
雲
が
起
こ
り
、
雲
の
上
に
「
悠
紀
近
江
」
の
四
字
を
懸
か
げ
、
日
像
と
半
月
像
が
あ
っ
て
、
山
の
前
に
天
老
と
麟
像
が
あ
り
、
後
に
は

連
理
の
呉
竹
が
あ
る
、
と
記
し
て
い
る
。
主
基
も
同
様
に
趣
向
を
こ
ら
し
、
こ
の
方
は
「
主
基
備
中
」
の
表
札
を
か
か
げ
て
い
る
旨
あ
る
が

省
く
。
以
後
も
豪
華
な
標
の
山
が
続
き
、
今
日
の
山
車
の
類
を
思
わ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
が
か
り
な
標
の
山
が
悠
紀
・
主
基
の
斎
場
か
ら
運
ば
れ
て
来
る
の
は
土
台
無
理
で
あ
る
の
だ
が
、そ
の
基
と
な
る
榊
だ
け

で
も
運
ば
れ
て
来
た
と
い
う
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
『
貞
観
儀
式
』
で
は
北
野
斎
場
の
建
築
物
の
一
つ
に
、
「
西
門

南
披
、
造
レ
標
屋
一
宇
」
と
あ
っ
て
、
標
の
山
は
現
実
に
は
京
都
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



因
み
に
、
京
斎
場
か
ら
大
嘗
宮
庭
に
行
く
群
行
の
中
に
、
『
貞
観
儀
式
』
は
、
「
標
一
基
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
悠
紀
が
宮
城
の
東

路
よ
り
、
主
基
が
西
路
よ
り
南
行
す
る
時
の
悠
紀
の
行
列
を
記
し
て
い
る
も
の
で
、
群
行
の
記
事
の
末
尾
に
「
其
主
基
国
次
第
亦
知
レ
之
」
と

あ
る
よ
う
に
、
悠
紀
主
基
そ
れ
ぞ
れ
標
の
山
は
一
基
だ
っ
た
と
解
せ
る
。

和
歌
の
上
で
は
「
標
の
山
」
の
語
は
直
接
見
え
て
こ
な
い
が
、
悠
紀
・
主
基
か
ら
上
が
る
歌
枕
の
山
が
さ
し
ず
め
そ
れ
に
あ
た
ろ
う
。
『
古

今
集
』
の
醍
醐
天
皇
大
嘗
会
の
時
の
、

あ
ふ
み
の
や

鏡
の
山
を

た
て
た
れ
ば

か
ね
て
ぞ
見
ゆ
る

君
が
千
歳
は

（
一O
八
六
）

の
歌
に
し
て
も
、
近
江
に
鏡
山
を
立
て
た
の
で
は
な
く
、
大
嘗
宮
庭
に
立
て
た
標
の
山
を
、
鏡
山
に
見
立
て
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
可
視

的
に
可
能
な
の
は
近
江
の
鏡
山
で
は
な
く
、
標
の
山
で
あ
り
、
鏡
と
共
に
標
の
山
も
立
て
る
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
「
古
今
集
」
の

（
四
五
九
）
、
『
金
葉
集
』
の
「
鼓
の
山
」
（
三
一
一
一
）
、
「
千
載
集
』

の
「
逢
坂
山
」
（
六
三
九
）
「
三
神
の
山
」
（
六
四
O
）
、
「
新
古
今
集
』
の
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「
吉
備
の
中
山
」
（
一O
八
二
）
「
く
め
の
さ
ら
山
」
（
一O
八
三
）
、
『
拾
遺
集
』
の
「
玉
の
を
山
」
（
二
六
五
）
、
『
後
拾
遺
集
』
の
「
大
倉
山
」

「
士
口
備
の
中
山
」
（
七
四
七
）
「
守
山
」
（
七
四
九
）
「
鷹
の
尾
山
」
（
七
五

O
）
「
鏡
山
」
（
七
五
こ
な
ど
も
標
の
山
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
歴
史
的
に
は
標
の
山
は
京
斎
場
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
神
道
的
な
見
地
か
ら
は
悠
紀
・
主
基
か
ら
運
ば
れ
た
こ
と
を

意
味
し
、
更
に
悠
紀
・
主
基
の
歌
枕
で
あ
る
霊
山
が
大
嘗
宮
庭
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
れ
は
大
嘗
祭
に
使
用
さ
れ
る
聖
水
の

場
合
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
神
道
的
真
実
の
成
立
は
平
安
朝
に
な
っ
て
か
ら
進
ん
で
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



四

饗
宴
と
歌
謡

ω
該
都
歌

み
も
ろ
御
諸
に

し
づ
う
た

「
諮
都
歌
」
は
『
古
事
記
』
歌
謡
白
川
白
川
目
白
山
に
「
志
都
歌
」
と
あ
る
の
と
同
じ
で
、
歌
曲
名
で
あ
る
。
恐
ら
く
静
か
に
謡
う
歌
曲
で
「
鎮

築
く
や
玉
垣

あ
ま

っ
き
余
す

レ
4
F

誰
に
か
も
依
ら
む

神
の
宮
人

づ
歌
」
と
も
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
大
歌
で
、
二
つ
の
縁
起
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
は
、
「
右
古
事
記
云
」
と
し
て
引
田
部
の
赤
猪
子
の
物
語
が
述
べ
ら
れ
、
赤
猪
子
の
歌
と
し
、
末
尾
に
「
此
縁
記
与
レ
歌
異
也
」
と
注
し

て
い
る
。
婚
期
を
逸
し
た
老
女
の
嘆
き
の
歌
と
読
み
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
古
事
記
』
で
も
赤
猪
子
の
歌
で
「
志
都
歌
」
と
な
っ
て
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い
る
。

と
よ
す
き
い
り
ひ
め
の
み
こ
と
お
ほ
み
わ

二
は
、
「
一
説
云
」
と
し
て
崇
神
天
皇
の
皇
子
の
垂
仁
天
皇
が
妹
の
豊
次
入
日
女
命
と
大
神
の
御
諸
山
に
登
っ
て
、
神
を
祭
っ
た
時
に
作
っ

た
と
伝
え
て
い
る
と
し
て
、
末
尾
に
「
此
縁
起
似
一
一
正
説
こ
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
伝
承
は
何
に
よ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
記
紀
に
は
な

と
よ
す
き
い
り
ひ
め

い
か
ら
と
い
っ
て
、
真
実
性
が
な
い
と
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
記
崇
神
天
皇
条
に
豊
姐
入
日
売
命
は
伊
勢
の
大
神
の
宮
を
祭
っ

と
よ
す
き
い
り
ひ
め
っ

た
と
あ
り
、
崇
神
紀
に
も
天
照
大
神
を
豊
鋤
入
姫
命
に
託
け
て
倭
の
笠
縫
村
に
祭
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
三
輪
山
に
登
っ
た
と
し
て
も
お
か
し

く
は
な
い
。
同
姫
は
神
の
亙
女
で
結
婚
は
し
て
い
な
い
が
、

し
か
し
そ
れ
を
兄
で
あ
る
垂
仁
天
皇
が
榔
撒
あ
る
い
は
同
情
し
て
歌
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
譜
中
の
歌
詞
で
は
後
半
が
な
く
単
に
「
御
諸
戸
に
築
く
や
玉
垣
つ
き
あ
ま
す
」
と
の
み
あ
る
か
ら
、
こ
の
コ
説
云
」
の
所

伝
に
妥
当
性
を
感
じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

三
輪
山
の
伝
承
で
は
箸
墓
が
有
名
で
あ
り
、
倭
遁
々
日
百
襲
姫
の
墓
を
、
大
阪
か
ら
石
を
手
ご
し
に
し
て
築
い
た
と
い
う
。
「
御
諸
に
築
く



や
玉
垣
」
も
、
御
窟
の
状
態
に
築
く
と
こ
ろ
の
霊
簸
と
も
解
せ
る
。

天
武
紀
朱
烏
元
年
（
六
八
六
）

み
む
ろ
ど
の

正
月
十
八
日
条
の
御
窟
殿
、
同
七
月
十

九
日
条
の
御
窟
院
を
、
折
口
信
夫
は
後
の
神
祇
官
西
院
の
斎
戸
殿
の
前
身
と
推
定
し
た
が
、
こ
の
歌
謡
は
そ
う
と
れ
な
く
も
な
い
。
鎮
魂
祭

み
か
ん
こ

は
大
嘗
祭
の
前
段
階
的
祭
記
と
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
斎
戸
殿
・
八
神
殿
に
奉
仕
す
る
御
亙
な
ど
を
「
神
の
宮
人
」
と
想
定
し
て
も
お
か
し
く

戸
t
h
E

。

穴
d
bと

も
か
く
、
こ
の
該
都
歌
は
も
と
は
老
亙
女
の
嘆
き
の
歌
か
、
年
老
い
た
宮
人
を
同
情
し
た
歌
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
大
嘗
祭
の
場
で
は
、

未
婚
の
年
令
の
い
っ
た
亙
女
を
対
象
と
し
て
、
宴
席
の
笑
い
を
誘
っ
た
歌
と
解
せ
る
。
そ
の
意
味
で
は
大
歌
と
い
っ
て
も
正
面
か
ら
神
事
を

讃
え
た
歌
で
は
な
く
、
直
会
的
気
分
の
濃
い
場
で
の
歌
で
あ
る
。
「
御
諸
の
状
態
に
築
く
と
こ
ろ
の
玉
垣
、
そ
の
築
く
で
は
な
い
が
、
神
を
斎

き
泊
料
り
年
を
経
て
、
今
更
誰
に
頼
よ
ろ
う
か
。そ
の
神
の
琢
一
女
さ
ん
は
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

大
嘗
祭
に
奉
仕
す
る
女
性
は
多
数
に
上
る
が
、
亙
女
と
し
て
目
に
つ
く
の
は
、
造
酒
児
、
御
亙
、
猿
女
、
采
女
、

五
節
の
舞
姫
な
ど
で
あ
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る
。
こ
の
中
で
、
造
酒
児
は
「
以
二
当
郡
大
少
領
女
未
レ
嫁
卜
食
者
一
充
レ
之
」
（
延
喜
式
）
と
あ
る
よ
う
に
、
郡
領
の
娘
で
嫁
が
ぎ
る
者
で
あ
り
、

事
実
は
初
潮
を
み
な
い
幼
い
少
女
が
務
め
る
か
ら

こ
の
歌
話
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
御
亙
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
が
大
嘗
祭
で
は
人

目
に
つ
く
存
在
で
は
な
い
。
猿
女
は
少
し
特
殊
で
あ
ろ
う
。
五
節
の
舞
姫
は
羨
望
の
対
象
で
は
あ
る
が
、
任
務
が
終
れ
ば
結
婚
は
自
由
で
あ

る
。
采
女
は
未
婚
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
中
に
は
か
な
り
年
か
き
の
者
も
い
た
。
ま
た
平
安
朝
初
期
ま
で
は
目
立
つ
存
在
で
も
あ
っ

た
。
「
宮
人
」
の
語
は
後
に
は
男
性
に
も
言
っ
た
が
、
元
来
は
宮
廷
に
寝
泊
り
し
て
い
る
者
の
印
象
か
ら
出
て
い
る
語
で
あ
る
。
男
性
は
毎
日

出
勤
退
出
を
繰
り
返
え
す
が
、
女
性
は
宮
中
に
住
ん
で
い
る
。

だ
か
ら
宮
廷
に
上
っ
て
い
る
女
性
を
主
に
宮
人
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て
や
は
り
采
女
な
ど
に
当
て
つ
け
て
、
「
神
事
に
ば
か
り
奉
仕
し
て
、
嫁
か
ず
じ
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
、
御
簾
の
向
こ
う
を
意
識
し
て

謡
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
饗
宴
で
は
、
そ
う
し
た
効
果
が
喜
ば
れ
た
の
で
あ
る
。



仰
天
人
扶
理

『
琴
歌
譜
』
は
、
完
本
で
は
な
く
、
略
本
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
琴
の
譜
も
終
り
に
な
る
に
従
っ
て
省
略
さ
れ
て
い
る
し
、
ω
山
口
扶
理

に
至
る
十
一
の
歌
謡
の
前
に
「
十
一
月
節
」
と
い
う
標
題
も
つ
け
て
い
な
い
。
従
っ
て
、ω
弦
都
歌
の
前
に
ま
だ
幾
つ
か
の
歌
謡
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
得
る
。
ω
諮
都
歌
は
大
歌
で
は
あ
る
が
、
内
容
か
ら
し
て
た
と
え
ば
「
正
月
元
日
余
美
歌
」
の
如
く
正
式
な
祭
組
歌
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

か
な
り
祭
り
が
進
行
し
て
直
会
に
は
い
っ
て
か
ら
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
当
然
以
降
の
歌
謡
も
そ
う
正
面
き
つ
て
の
神
事
歌

謡
てや

天3 は
人どな
のく

「
小
歌
」に
な
る
と
そ
の
傾
向
は
更
に
濃
く
な
る
。お

の
を
己
夫
作
く
れ
ば

石
田
は

い
な
ゑ

石
田
は

か
わ
ら
と
ゆ
ら
と
鳴
る

石
田
は

い
な
ゑ

石
田
は

作
り
し
回
の

い
な
ゑ

あ
め
ひ
と

「
天
人
の
」
と
謡
い
だ
す
歌
曲
な
の
で
「
天
人
扶
理
」
と
言
っ
た
。
「
天
人
」
は
『
万
葉
集
』で
は
天
漢
の
牽
牛
・
織
女
な
ど
に
ニ
＝
弓
フ
（
二-19-

O
九
O
）
ほ
か
、
地
方
に
い
る
者
が
都
に
い
る
者
に
対
し
て
も
使
っ
て
い
る
（
四
O
八
二
）
。
大
嘗
祭
で
い
え
ば
、
現
実
に
田
作
り
を
す
る
わ

い
な
の
み

け
で
は
な
い
が
、
抜
穂
の
使
い
と
し
て
悠
紀
田
・
主
基
田
を
卜
定
し
に
当
国
に
赴
く
稲
実
卜
部
・
祢
宜
卜
部
な
ど
が
さ
し
ず
め
天
人
と
感
じ

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

歌
意
は
「
天
人
の
作
っ
た
田
の
そ
れ
は
石
が
ご
ろ
ご
ろ
あ
る
回
は

い
や
だ
な
あ
。
石
田
は
。
私
の
夫
が
田
作
り
す
る
と

カ
ワ
ラ
と
ユ

ラ
と
鳴
り
お
っ
て
。

石
田
は
い
や
だ
。
石
田
は
い
や
だ
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

耕
作
の
苦
労
を
謡
う
歌
で

田
ぽ
め
ど
こ
ろ
か

」
れ
で
は
田
く
さ
し
で
あ
る
。

こ
う
し
た
回
を
く
さ
す
民
謡
が
地
方
に
あ
っ
て

そ
れ

を
中
央
が
取
り
上
げ
大
歌
所
が
保
管
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
と
思
う
。
恐
ら
く
「
天
人
の
作
り
し
悠
紀
田
は
云
々
」
「
主
基
田
は
云
々
」
と

さ
な
だ

い
う
田
ぽ
め
の
歌
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
日
本
紀
』
に
新
嘗
の
た
め
天
照
大
神
が
作
っ
た
と
あ
る
「
天
の
狭
田
」
「
天
の
長
田
」



む
ら
あ
は
せ
だ

「
天
の
垣
田
」
「
天
の
安
田
」
「
天
の
平
田
」
「
天
の
邑
井
田
」
か
む
あ
た
か
し
つ
ひ
め
さ
な
だ
ぬ
な
た

ま
た
神
吾
田
鹿
葦
津
姫
が
作
っ
た
「
狭
名
目
」
「
浮
浪
田
」
な
ど悠
紀
田

主
基
田
の
起
原
を
伝
え
る
田
は
み
な
天
人
の
作
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
宴
席
に
興
を
そ
え
る
た
め
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
化

し
て
謡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
替
え
歌
の
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

つ
ぎ
ね
ふ

(8) 
継
根
扶
理

崎き
蛤ら

山
城
}|| 

花
振
く

鼻
ふ
と
も

あ
は
し
も
の

我
が
愛
者
に

ゃ

逢
は
ず
は
止
ま
じ

替
え
歌
の
中
に
は
、
あ
る
機
会
で
の
即
興
が
そ
の
ま
ま
固
定
し
て
謡
い
つ
が
れ
た
と
思
わ
れ
る
歌
詞
が
あ
る
。

「
つ
ぎ
ね
ふ
」
は
、
山
城
に
か
か
る
枕
詞
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
歌
曲
の
名
称
と
な
っ
た
。
山
城
川
は
今
の
木
津
川
、
淀
川
で
あ
る
。

「
つ
ぎ
ね
ふ
」
の
歌
い
出
し
で
始
ま
る
歌
謡
は
、『
古
事
記
』ヴ
t
A
M

－
－u
q

ム

A

吐
、
ノ
ル
入
♀
昔
、

F
0
．

F
U
4

氏
u
e

氏
U
U
E

町
－
一
コ
ロ

『
日
本
紀
』
日
・
U
A・
U
・
犯
の
歌
謡
が
あ
っ
て
、
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『
古
事
記
』で
は
位
の
後
に
「
此
天
皇
与
二
大
后
一
所
レ
歌
之
六
歌
者
、
志
都
歌
之
歌
返
也
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
記
日
・
開
は
、
紀
日
－

M
と

同
じ
機
会
に
歌
わ
れ
た
も
の
で
、
歌
調
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
即
ち
、
記
に
よ
れ
ば
、
磐
之
姫
皇
后
が
大
嘗
祭
に
用
い
る
御
綱
柏
を
採

り
に
紀
の
国
に
行
っ
て
い
る
留
守
に

仁
徳
天
皇
が
八
田
若
郎
女
を
寵
愛
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
皇
后
は
御
綱
柏
を
海
中
に
投
げ
捨
て
、
皇

居
を
避
け
て
通
過
し
、
葛
城
の
故
郷
へ
帰
っ
て
行
か
れ
た
。
そ
の
途
次
の
歌
謡
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

つ
ぎ
ね
ふ
や

山
城
川
を

川
の
ぼ
り

我
が
の
ぼ
れ
ば

で
始
ま
る
こ
の
歌
謡
（
記
鴎
）
は
、
物
語
の
内
容
と
は
異
っ
て
、
全
く
の
天
皇
讃
歌
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、

城
高
宮

つ
ぎ
ね
J、

我喜や
家へ
の山
あ城
た川
りを

山
城
よ
り
廻
っ
て
、
奈
良
の
山
口
に
到
っ
た
時
の
歌
と
し
て
、

の
ぼ

宮
上
り

我
が
上
れ
ば

青
丹
よ
し

奈
良
を
過
ぎ

楯

大
和
を
過
ぎ

我
が
見
が
欲
し
国
は

葛



と
あ
り
、
道
行
き
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
天
皇
讃
歌
や
柏
の
葉
運
送
の
歌
謡
が
大
嘗
祭
に
謡
わ
れ
で
も
不
思
議
で
は
な
く
、

む

し
ろ
謡
わ
れ
た
事
実
が
あ
っ
て
、
記
紀
共
に
大
嘗
祭
に
関
す
る
歌
謡
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ω
継
根
扶
理
は
随
分
と
歌
い
替
え
ら
れ
た
歌
詞
の
あ
る
段
階
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
あ
る
土
地
に
止
ま
っ
て
の
内
容
で
は
な

あ
き
つ

く
、
移
動
の
途
次
の
歌
謡
と
な
っ
て
い
る
。
「
崎
蛤
」
は
国
ぼ
め
の
詞
章
に
出
て
来
る
こ
と
ば
で
、
神
武
紀
で
天
皇
が
こ
の
国
を
「
な
ほ
崎
蛤

と
な
め
た
こ
む
ら
あ
む

の
腎
砧
る
如
L

」
と
発
言
し
、
記
雄
略
条
で
天
皇
は
「
手
排
に
姻
か
き
っ
き

そ
の
姻
を
蛸
蛤
早
や
く
ひ

か
く
の
知
名
に
負
は
む
と

そ

ら
み
つ
倭
の
国
を

婿
蛤
島
と
い
ふ
」
と
歌
わ
れ
た
と
あ
る
。
共
に
秋
津
島
な
る
国
名
の
由
来
を
告
げ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
つ
ぎ
ね
ふ

ふ

崎
蛤
」
あ
た
り
ま
で
は
、
格
調
高
く
歌
い
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
鯖
蛤
花
振
く
」
と
急
に
偶
発
的
な
叙
景
に
進
み
、
そ
れ

山

城
川
に

を
序
歌
の
如
く
し
て
「
鼻
ふ
と
も
」
と
本
題
に
展
開
さ
せ
た
。
「
鼻
ふ
」
は
、

ま
よ
ね
が

眉
根
掻
き

鼻
ひ
紐
解
け

待
て
り
ゃ
も

い
つ
か
も
見
む
と

坊主

ひ
来『
し万
我Z 葉
を集

巻
十

の
問
答

（
二
八O
八
）
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今
日
な
れ
ば

鼻
し
鼻
ひ
し

眉
か
ゆ
み

思
ひ
し
こ
と
は

君
に
し
あ
り
け
り

（
二
八O
九
）

と
あ
る
よ
う
に
、
噴
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
歌
意
は
「
山
城
川
で
ト
ン
ボ
が
花
を
振
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
な
い
が
ク
シ
ャ
ミ
が
一

つ
。
た
と
え
ク
シ
ャ
ミ
が
出
ょ
う
と
も
、
愛
す
る
あ
の
娘
に
逢
わ
ず
は
お
く
ま
い
」
と
い
っ
た
恋
歌
の
内
容
で
あ
る
。
大
嘗
祭
は
旧
暦
十
一

月
中
の
卯
日
か
ら
始
ま
る
か
ら
、
夜
半
と
も
な
れ
ば
非
常
に
寒
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
ら
え
て
こ
ら
え
ら
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
、
鳴
を
す
る
者

も
い
よ
う
。
厳
粛
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

そ
れ
は
笑
い
を
誘
う
。
公
卿
殿
上
人
の
嘆
に
合
わ
せ
て
謡
い
出
さ
れ
れ
ば
、そ
の
効
果
は
い
か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
よ
う
。
歌
謡
は
謡
わ
れ
る
そ
の
場
に
よ
っ
て
意
味
が
変
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
観
衆
の
興
味
に
よ
っ
て
、
謡
う
者
が
歌
詞
を

替
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
詠
者
と
聴
者
と
の
相
互
の
了
承
に
よ
っ
て
歌
詞
が
動
い
て
い
く
こ
と
は
和
歌
の
上
で
は
お
こ
り
に
く
い

こ
と
と
思
う
。



溢
ぶ
し
て
拾ひ
り（10)
ひ阿

夫
斯
豆
振

た
く
さ
は
ぬ
も
の
を

旨
ら
に
食
せ

小
母
が
君

う
ま
ね
熟
ら
に
睡
や

「
阿
夫
斯
豆
振
」
は
歌
い
出
し
の
文
句
か
ら
出
た
歌
曲
名
で
あ
る
が
、
「
あ
ふ
（
ぶ
）
し
て
」
の
語
が
不
明
で
あ
る
。
植
物
名
で
あ
ろ
う
と

う
な
特
殊
な
植
物
名
が
、
唐
突
に
歌
謡
に
出
て
、

そ
れ
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
し
か
し
、
他
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
な
い
よ

あ

そ
れ
が
歌
曲
名
に
な
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
「
溢
ぶ
す
」
で
、
溢
ふ
れ
き
す
意
で
は
な
い

か
。
「
た
く
さ
ふ
」
も
不
明
で
「
た
く
は
ふ
（
貯
）
」
と
関
係
あ
る
か
と
も
、
「
食
ぐ
」
で
、
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
を
、
食
事
が
お
進
み
に
な
ら

い
い
、
『
類
東
名
義
抄
』
の
「
鷲
実
」
に
ア
ウ
シ
チ
の
訓
が
あ
る
の
で
、

ぬ
こ
と
だ
が
、

け
ば
ぬ
れ

た
か
ね
ば
長
き
妹
が
髪
」
（
万
葉
集
、

の
意
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
。
「
た
く
」
に
は
他
に
、
髪
の
毛
を
か
き
上
げ
る
よ
う
な
手
の
動
作
を
言
う
語
が
あ
る
。
「
た

を
と
め

一
二
三
）
と
か
、
「
処
女
ら
が織
る
機
の
上
を

真
櫛
も
ち

か
か
げ
た
く
島
」
（
万
葉

・－ 22-

集
、
一
一
一一一一一
一一、、＿＿，

の
「
た
く
」
で
あ
る
。

仮
り
に
そ
う
解
釈
す
れ
ば
、
「
溢
ふ
れ
さ
せ
て
は
拾
い
、
盛
り
上
げ
ら
れ
な
い
も
の
を
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
な
さ
い
、
小
母
き
ん
よ
。
ゆ

つ
く
り
お
休
み
な
さ
い
な
」
と
い
っ
た
意
味
に
と
れ
る
。

橘
や
柑
子
な
ど
器
に
積
み
上
げ
て
も
こ
ろ
げ
落
ち
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
辰
日
の
饗
宴
な
ど
は
夜
明
け
ま
で
続
く
。
ま
た
多
く
の
女
官
が
参

加
し
て
い
た
こ
と
は
、
午
日
の
女
宮
の
叙
位
を
み
て
も
わ
か
る
。
夜
を
撤
し
て
の
饗
宴
で
あ
る
か
ら
古
御
達
の
中
に
は
居
眠
す
る
者
も
い
た

で
あ
ろ
う
。
歌
謡
は
そ
う
し
た
女
官
の
失
態
を
写
し
て
、
座
興
と
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ω
山
口
扶
理

山
口

大
菅
原
を

牛
は
踏
む

猪
は
踏
む
と
も
よ

民
な
踏
み
そ
ね

歌
い
出
し
の
文
句
に
よ
っ
て
「
山
口
扶
理
」
と
い
う
歌
曲
名
に
な
っ
た
。
「
宇
之
」
は
も
し
か
す
る
と
「
大
人
」
「
主
」
か
も
知
れ
な
い
。



地
方
に
あ
っ
た
時
の
内
容
が
、
貴
族
の
狩
り
を
す
る
た
め
の
標
野
を
謡
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
そ
う
す
れ
ば
牛
は
狩
り
の
対
象
に
は
し

な
い
か
ら
、
「
大
人
」
「
主
」
の
方
が
歌
意
が
通
ろ
う
。
「
山
口
」
は
宮
廷
の
御
用
材
を
伐
り
出
す
山
の
出
入
口
だ
が
、
こ
の
場
合
は
「
大
菅
原
」

が
主
で
、
山
口
に
あ
る
大
菅
原
で
あ
る
。
し
か
し
菅
も
ま
た
屋
根
を
葺
く
た
め
の
建
築
用
材
で
あ
っ
て
、
大
嘗
会
の
場
で
こ
の
歌
謡
を
聴
く

者
は
そ
の
意
味
に
と
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
「
材
木
を
伐
り
出
す
山
口
に
あ
る
大
菅
原
は
、
よ
し
そ
れ
を
牛
が
踏
ん
で
も
、
猪
が
踏
ん
で
も
、

良
民
は
踏
み
込
ん
で
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。

『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
大
嘗
宮
の
用
材
や
御
膳
柏
を
採
る
山
、
葦
草
を
刈
る
野
、
斎
場
地
な
ど
に
は
山
野
の
番
人
を
置
い
て
立
入
禁
止

に
し
た
旨
あ
る
。

凡
応
レ
採
一
一
大
嘗
殿
井
御
膳
柏
一
山
。
及
苅
一
一
葦
草
一
野
。
斎
場
地
等
。
八
月
上
旬
神
祇
官
共
一
一
国
司
一
ト
定
。
（
中
略
）
詑
即
申
レ
官
。
令
一
一

「
械
人
」
と
は
そ
の
仕
事
に
つ
く
た
め
の
潔
斎
を
し
て
い
な
い
人
を
指
す
と
思
う
。つ
ま
り
「
民
な
踏
み
そ
ね
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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山
野
所
属
郡
司
一
人
専
当
禁
守
」
勿
レ
入
一
一
械
人
」

こ
の
歌
謡
な
ど
も
、
も
と
は
「
新
室
寿
」
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
も
の
が
、
専
ら
宴
会
に
興
を
そ
え
る
よ
う
謡
い
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
末

の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

。

以
上
、
十
一
月
節
の
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
に
演
奏
さ
れ
た
歌
謡
を
中
心
に
、
祭
杷
と
歌
謡
ま
た
和
歌
と
の
関
係
を
考
察
し
て
き
た
が
、
歌
謡

に
は
節
会
に
お
け
る
当
座
性
の
傾
向
が
強
く
見
受
け
ら
れ
る
。
意
味
内
容
が
完
全
で
な
く
て
も
、
も
と
も
と
あ
っ
た
歌
詞
の
一
部
が
は
い
つ

て
い
れ
ば
よ
く
、
ま
た
目
前
で
進
行
す
る
祭
事
に
支
え
ら
れ
意
味
が
完
成
す
る
。
更
に
宴
席
の
偶
然
事
件
を
も
取
り
込
ん
で
、
座
興
と
な
っ

て
い
く
。



そ
れ
に
対
し
て
、
和
歌
は
一
首
の
中
に
文
学
を
完
成
さ
せ
る
力
が
働
く
か
ら
、
そ
の
祭
杷
・
行
事
の
本
義
目
的
を
明
確
に
と
ら
え
表
現
し

ょ
う
と
す
る
。
歴
史
の
流
れ
か
ら
す
れ
ば
『
千
載
集
」
『
新
古
今
集
』
な
ど
は
王
朝
の
崩
壊
期
に
当
た
り
成
立
し
た
が
、
大
嘗
会
に
関
す
る
歌

に
は
神
代
の
秩
序
が
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
古
い
歌
謡
に
取
っ
て
変
わ
っ
て
、
演
奏
さ
れ
る
。
王
朝
の
体
制
や
祭
把
自

体
が
最
盛
期
か
ら
見
れ
ば
ど
ん
ど
ん
衰
退
し
て
い
っ
た
時
代
に
、
和
歌
の
上
で
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
形
が
主
張
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
天
皇
を
頂
点
に
戴
く
公
卿
た
る
者
の
心
の
寄
り
所
で
も
あ
り
、
誇
り
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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